
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 

 

法人名 
社会福祉法人    

地域でくらす会   
代表者 

理事長    

井上 徹 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

社会福祉法人としての取り組みとしては、介護をしている家族に対しての支援を行う為

「やすらぎ支援員」の養成や派遣、介護予防サロン等の認知症予防対策と、地域や市民

への認知症啓発に力を入れている。事業所としては、様々な行事を開催し地域住民へ呼

びかけを行い、地域の行事に参加するなどして、関係を深める努力を行っている。また

本人様の馴染みの関係や役割を大切にしながら支援を行い、介護を提供するだけでな

く、家族や地域・医療など、本人様を取り巻く様々な関わりが一体となるよう働きかけ

ている。本人様が本人様らしく住み慣れた自宅や地域で過ごせるように努めている。 

事業所名 
小規模多機能型居宅

介護 木守舎 
管理者 宇野 弘哲 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 1 人 ２人 1 人 1 人 1 人 1 人 １人 0 人 ９人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 
初回の為記載なし 初回の為記載なし 

・個人評価では、過小評価になり

がちなのかなと感じました。 

・「出来ていない」が多い項目を

減らしていく様に取組んで下

さい。 

・達成したかしていないかの指標

があった方が良いと思います。 

・一番出来ていないと思うポイン

トに絞ってみてはどうでしょ

うか？ 

・「出来ていない」項目の人数を

減らしていく為に、職員全体の

向上を図っていく。「何故」出

来ていないのか、出来ないのか

を個々で振り返り、日々の実践

に取組む。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 
初回の為記載なし 初回の為記載なし 

・木を前面とした建物の造りで、

天井が高くゆったりとした空

間です。 

・事業所に入りやすくする為に、

行事も企画され工夫がなされ

ていると思います。 

・珈琲の日を定着させ、気軽に事

業所に足を運んで頂けるよう

努める。 

（相談場所・地域の居場所作り） 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 
初回の為記載なし 初回の為記載なし 

・運営推進会議でも行事報告がさ

れていますし、地域の行事に参

加されていると感じます。 

・地域としても、事業所の存在は

大変心強いです。 

・今後、具体的にどのような関わ

り方が出来るのかは課題とし

て捉えています。 

・行事の宣伝の仕方を工夫し、啓

発活動にも力を入れていく。 

(ポスター、のぼり、看板等) 

・町内会行事へ参加する。 

 



Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

初回の為記載なし 初回の為記載なし 

・それぞれ住む所も違うので大変

でしょう。 

・地域にも独居の高齢者が多く居

るので、頼れる存在であってほ

しいです。 

・行事報告でも、頻繁に外出され

ている事が分かります。 

・事業所として、民生委員の方々

と交流を深めていく。     

（交流会の企画）       

（地域の情報収集） 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 
初回の為記載なし 初回の為記載なし 

・事業所の様子等は、スライドを

交えての報告なので解りやす

く説明されていると感じます。 

・地域と一緒に何かをしたいとい

う気持ちが伝わってきますの

で、そこを形に変えていきたい

ですね。 

・取組まれている活動（珈琲の日、

ふれあい広場等）をもっとＰＲ

していきましょう。 

・事業所が地域に貢献するという

事を目標に、一人でも多くの方

に事業所を知ってもらう。 

（地域行事や公民館行事等への

積極的参加、意見交換） 

 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 
初回の為記載なし 初回の為記載なし 

・地域の訓練にも参加されてお

り、災害時でも、皆さんが安心

できる場所であるように今後

も取組んで下さい。 

・訓練に直接参加した事はありま

せんが、あらゆる災害を想定し

て取組んでいますし、今後も災

害対策を充実させて下さい。 

・職員一人ひとりの防災意識の向

上を図る。 

（定期的な自主訓練の開催） 

・地域の安心拠点となる為にも、

協力出来る対応を精査する。      



 


